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災害対応の実態

災害対応の現場では、極限状態の中で、被害、復旧、要請等、
様々な状況を迅速に把握し、的確に意思決定・行動すること

が求められる

そのために「情報」が不可欠
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災害時情報共有の必要性（理想像）
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災害時、個人・組織は
同時並行で異なる活動をする

そのそれぞれが固有の情報を
保有している
＝状況認識が異なる

同時並行で活動する個人・組織同士が
情報共有によって状況認識を統一することが、
全体最適な災害対応を実行するための鍵

 情報を「共に」「有する」

 「知らない」を無くす

 自律・分散・協調



SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役立つ情報プロダクツ

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

内閣府総合科学技術・イノベーション会議
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期に防災科研・日立が開発

災害時情報集約
支援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management
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SIP4Dで共有される様々なデータ
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災害時情報集約支援チーム「ISUT」の活動（令和2年7月豪雨）
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SIP4Dと防災行政への貢献の経緯

総合防災情報センター設置
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防災基本計画への記載
ISUT: 2019年5月31日版にて記載

SIP4D: 2021年5月25日版にて記載



【進展】防災プラットフォーム構築に向けたデジタル庁・内閣府との協議

2021年6月18日に政府が定めた
「デジタル社会の実現に向けた重
点計画」において「防災関係プ
ラットフォームの構築」が明記さ
れ、SIP4Dをはじめとする各種シ
ステムの役割や在り方を再整理し、
プラットフォームを2025年までに
整備することとなった

第6期科学技術・イノベーション基
本計画の主要指標にも記載

研究成果を社会実装しながら、さ
らなる課題発見と、課題解決のた
めの研究開発を行うことが重要
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210525 第7回データ戦略タスクフォース資料より




